
 平成23年7月16日（土）・17日（日）に、愛媛県松山市の「ひめ

ぎんホール（愛媛県県民文化会館）」にて、「第14回 日本病院脳神経

外科学会」が開催されました。 

 当学会は、脳神経外科医療に従事する医師や、それを支える薬剤部

門・看護部門・放射線部門・臨床検査部門・リハビリテーション部門・

事務部門などのコメディカル部門との共同体として発展する全国唯一の

臨床学会です。 

 今回は「これでいいのか、これからの脳神経外科医療は －“坂の上

の雲”を見つめて前進しよう！－」をテーマに、当院からは大西院長を

はじめ総勢20名を超える職員が参加し、日頃の研究成果として12演題

の発表を行い

ました。 

 学会中は各

会場が、真剣

且つ張り詰め

た雰囲気では

じまり、時に

は鋭い手厳し

い 意 見 も あ

り、活発な討論が繰り広げられました。当院では今後もこのような学会

に積極的に参加し、医療の質の向上に努めて参りたいと思います。 

（事務次長 瀧原健司） 
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大西脳神経外科病院の理念 

生命を尊厳し、科学の心と芸術
的技術と人間愛をもって病める
人々に奉仕する。 

大西脳神経外科病院の基本方針 

１．生命と人権を尊厳した医療を
実践する。 

２．神経疾患の専門的高度医療
を実践する。 

３．常に新しい医学の修得に励
む。 

４．救急医療は医療の原点と考
え、２４時間対応する。 

５．地域の医療機関との連携を
密にし、地域協力型の医療
を志向する。 

「オーズニュース」の内容に関するお問い合わせは地域医療連携室（０７８－９３８－１２８８）まで 

医療法人社団英明会 大西脳神経外科病院 広報誌 

患者さまの権利と責務 

１．ご病気になられた場合は、私
どもとの良好な信頼関係のも
と、平等・公平に当院における
最高の医療をお受けいただく
権利があります。 

２．ご病気に関しては、わかりやす
く納得いく説明を受け、治療を
お受けいただく権利がありま
す。 

３．ご自身の診療記録について
は、開示を求める権利がありま
す。適当と判断できれば、ご
本人、あるいはご家族に診療
記録を開示いたします。 

４．また、その診療情報が他人に
漏れないように求める権利もあ
ります。 

５．治療方針については、第三者
の意見を聞くことができる権利
があります。その場合、私ども
は、必要とされる医療情報の
全てを提供いたします。 

６．私どもが、上記のことを達成
し、良質で安全、効率的な医
療をご提供するために、患者
さまには、次のことをお守りい
ただきますようお願いいたし
ます。 
①ご自身の健康に対する正

しい情報の提供と、医療へ
の積極的な参加 

②他の患者さまの診療に支
障をきたさないためのご協
力 

オ ー ズ ニ ュ ー ス  

第14回 日本病院脳神経外科学会 参加 

富永先生が復帰されました。 
 

しばらく当院を離れておられた、富永先生が、7月より復帰さ

れました。 

外来担当日は 木曜日となります。 



「オーズニュース」の内容に関するお問い合わせは地域医療連携室（０７８－９３８－１２８８）まで 

 
お知らせ 

 
他院にも掛っておら

れる方は、お薬手帳

や血液検査データ、

紹介状などもご持参

下さい。 
 
紹介状がある方も保

険証は必要です。必

ずご持参下さい。 
 
ＪＲ大久保駅～山陽

電鉄江井ヶ島駅間で

無料送迎バスを運行

しています。 
 
受診予約はかかりつ

けの診療所からして

いただけます。詳し

くは地域医療連携室

まで。 
 
駐車料金は1時間毎

に100円です。外来

患者様にはサービス

券をお渡しします。 

 夏に脳梗塞が起こりやすい理由としてあげられるのが、脱水による
体内の水分不足です。夏は汗を多くかくため、それに見合った量の水
分を補給していないと、体が脱水症状に陥って、血流が悪くなった
り、血栓ができやすくなったりします。 
 暑い夏は、就寝中に脱水が起こりやすく、夜間に血圧が下がり血流
が滞って血管が詰まりやすくなります。また飲酒はかえって尿量を増
加させ脱水の原因になります。これらが重なると夜間に脳梗塞が発症
しやすくなりますので注意してください。 
 今年は梅雨明けが記録的に早く、真夏の暑さの中で節電という影響
もあり、昨年の同時期に比べ、およそ５倍の熱中症患者が病院搬送さ
れています。節電も大切ですが、脱水にならないようこまめな水分補
給が重要です。特に高齢者はのどの渇きを感じにくくなっているの
で、定期的に水分補給してください。就寝前には過度の飲酒をさけ、
またコップ1杯の水を飲むと効果的です。 

夏は脳梗塞に注意！ 

外来担当医表 
 月 火 水 木 金 

１診（午前） 大西 垰本 久我 中嶋 兒玉 

  （午後） 垰本 大西 久我 中嶋 兒玉 

２診（午前） 林 山下 丸谷 富永 福留 

  （午後） 林 山下 ー 富永 脊髄外来 

３診（午前） 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 

  （午後） 担当医 担当医 担当医 担当医 担当医 

５診（午前） 神経内科・上田 弘田 神経内科・服部 担当医 担当医 

  （午後） 神経内科・上田 弘田 神経内科・服部 担当医 担当医 

６診（午前） ー 鈴木 ー ー ー 

  （午後） ー 鈴木 ー ー （第1、第3） 
川村 

※診察受付時間：月～金 午前８：３０～１１：３０、午後１３：３０～１６：３０ 

栄養管理室  須藤 里衣子・ 高松 尚子 
 

 開院以来1名体制で業務をしてきました
栄養管理室ですが、6月より新人を迎え、
2名体制となりました。簡単に自己紹介を
させていただきます。 
 はじめまして。6月15日より勤務させ
ていただいています、高松尚子です。管理
栄養士として働くのは今年で6年目になり
ますが、病院での勤務は初めてです。幼い
ころから食べることが好きで栄養士の仕事を選びました。食事は生き
ていくうえで大きな楽しみであるし、必要不可欠なものでもあります
が、あらゆる食べ物に囲まれている現在では、健康的に生きるための
食事を選ぶことがかえって難しく、生活習慣病を引き起こす原因に
なっています。栄養指導を通して、患者さんの食生活をよりよくする
ためのサポートができるように、日々勉強しながら努力していきます
ので、よろしくお願いします。 

栄養管理室2名体制になりました 


